
２０１８年（平成３０年）１月１６日（火曜日）

　

選
考
会
に
先
立
ち
都
内
で
行

わ
れ
た
記
者
会
見
で
、
門
井
さ

ん
は
「
賢
治
と
父
親
の
関
係
を

書
き
た
か
っ
た
。
父
子
と
い
う

テ
ー
マ
は
現
代
的
で
も
あ
り
、

読
者
が
共
感
で
き
る
と
思
っ

た
」
と
執
筆
の
動
機
を
説
明
。

「
い
た
だ
け
る
な
ら
、
ぜ
ひ
取

り
た
い
」
と
心
境
を
語
っ
て
い

た
。

　

門
井
さ
ん
は
宇
都
宮
東
高
か

ら
同
志
社
大
文
学
部
卒
。
帝
京

大
理
工
学
部
の
職
員
を
し
な
が

ら
小
説
を
執
筆
し
、
２
０
０
３

年
「
キ
ッ
ド
ナ
ッ
パ
ー
ズ
」
で

オ
ー
ル
読
物
推
理
小
説
新
人
賞

を
受
賞
。
16
年
に
は
「
マ
ジ
カ

ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
ツ
ア
ー
」

で
日
本
推
理
作
家
協
会
賞
。
大

阪
府
寝
屋
川
市
在
住
。

　

本
県
関
係
の
直
木
賞
は
、

１
９
９
４
年
に
中
村
彰
彦
（
な

か
む
ら
あ
き
ひ
こ
）
さ
ん
（
栃

木
市
出
身
）
の
「
二
つ
の
山
河
」

が
受
賞
し
て
以
来
。

電
子
号
外
下
野
新
聞
購
読
お
申
し
込
み
は

０
１
２
０
・
８
１
０
０
８
１

フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル

３
回
目
の
候
補
で
直
木
賞
を
受
賞
し
た
門
井
慶
喜
さ
ん

受賞作「銀河鉄道の父」

　

第
１
５
８
回
芥
川
賞
、
直
木

賞
（
日
本
文
学
振
興
会
主
催
）

の
選
考
会
が
16
日
午
後
５
時
か

ら
東
京
・
築
地
の
料
亭
「
新
喜

楽
」
で
開
か
れ
、
直
木
賞
は
宇

都
宮
市
出
身
の
門
井
慶
喜
（
か

ど
い
よ
し
の
ぶ
）
さ
ん
（
46
）

の
「
銀
河
鉄
道
の
父
」（
講
談

社
）
に
決
ま
っ
た
。
門
井
さ
ん

は
２
０
１
５
年
の
「
東
京
帝
大

叡
古
（
え
ー
こ
）
教
授
」、
16

年
の
「
家
康
、江
戸
を
建
て
る
」

に
続
く
３
回
目
の
候
補
で
念
願

の
直
木
賞
を
手
に
し
た
。

　
「
銀
河
鉄
道
の
父
」
は
、
37

歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
た
宮
沢

賢
治
（
み
や
ざ
わ
け
ん
じ
）
の

生
涯
を
父
政
次
郎
（
ま
さ
じ
ろ

う
）
の
視
点
で
描
い
た
作
品
。

３度目の候補で念願

直
木
賞
に
門
井
さ
ん
宇
都
宮

出
　
身


